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上
司
小
剣
「
森
の
家
」「
花
道
」
の
挿
絵
と
装
幀
に
関
し
て
─
─
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
か
ら
─
─

荒   

井　

真  

理  

亜　
（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
）

　
　
　

一
、
は
じ
め
に

　

石
井
鶴
三
の
挿
絵
画
家
と
し
て
の
仕
事
を
考
え
る
上
で
、
看
過
で
き
な
い
の

は
上
司
小
剣
の
著
作
の
挿
絵
や
装
幀
で
あ
ろ
う
。石
井
鶴
三
と
い
え
ば
、中
里
介

山
の
「
大
菩
薩
峠
」
や
吉
川
英
治
の
「
宮
本
武
蔵
」
の
挿
絵
が
有
名
だ
が
、
石

井
鶴
三
が
挿
絵
画
家
と
し
て
広
く
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
正

十
（
一
九
二
一
）
年
二
月
二
十
一
日
か
ら
同
年
七
月
九
日
ま
で
「
東
京
朝
日
新

聞
」
に
連
載
さ
れ
た
、上
司
小
剣
の
長
篇
小
説
「
東
京
」（
第
一
部
愛
欲
篇
に
あ

た
る
）
の
挿
絵
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

　

上
司
小
剣
（
本
名
・
延
貴
、
一
八
七
四
～
一
九
四
七
）
は
、
小
説
家
。
奈

良
で
生
ま
れ
た
。
家
は
代
々
神
主
で
あ
っ
た
が
、
上
司
小
剣
は
、
明
治
三
十

（
一
八
九
七
）
年
、
堺
利
彦
の
勧
め
で
上
京
し
、
読
売
新
聞
社
に
入
社
し
た
。
社

会
部
の
記
者
か
ら
出
発
し
、
社
会
部
長
、
文
芸
部
長
、
編
集
局
長
な
ど
を
歴
任
、

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
ま
で
二
十
四
年
間
勤
め
た
。
そ
こ
で
、
島
村
抱
月
や

正
宗
白
鳥
、
徳
田
秋
声
ら
自
然
主
義
文
学
者
を
知
る
。
ま
た
、
堺
利
彦
を
通
し

て
幸
徳
秋
水
や
白
柳
秀
湖
ら
明
治
社
会
主
義
者
と
交
流
し
た
。
明
治
四
十
一

（
一
九
〇
八
）
年
、「
神
主
」
で
文
壇
に
登
場
し
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
、

「
鱧
の
皮
」
で
文
壇
に
お
け
る
作
家
的
地
位
を
確
立
し
た
。
そ
の
他
の
代
表
作

に
「
木
像
」（
明
治
43
年
）、「
東
京
」
四
部
作
（
大
正
10
～
昭
和
22
年
）、
戯
曲

「
Ｕ
新
聞
年
代
記
」（
昭
和
８
年
）
な
ど
が
あ
る
。

　

日
本
近
代
文
学
館
に
は
上
司
小
剣
の
御
遺
族
が
寄
贈
さ
れ
た
資
料
が
「
上
司

小
剣
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に
上
司
小
剣
宛
石

井
鶴
三
書
簡
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
簡
は
、拙
稿
「
上
司
小
剣
『
東
京
』（
四
部

作
）
の
成
立
過
程
─
上
司
小
剣
宛
石
井
鶴
三
書
簡
の
紹
介
─
」（「
日
本
近
代
文

学
館 

紀
要 

資
料
探
索
」
第
７
号
、
平
成
24
年
３
月
20
日
発
行
）
で
、
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
今
度
は
、
信
州
大
学
蔵
石
井
鶴
三
関
連
資
料
か
ら

石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
が
四
十
六
通
も
発
見
さ
れ
た
。
上
司
小
剣
と
石
井

鶴
三
の
書
簡
は
、
上
司
小
剣
の
著
作
の
挿
絵
や
装
幀
に
関
す
る
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
、
こ
れ
ら
の
書
簡
を
調
査
し
研
究
す
る
こ
と
は
、
上
司
小
剣
の
伝
記
研
究

に
お
い
て
重
要
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
出
版

文
化
研
究
に
お
い
て
も
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
上

司
小
剣
の
「
森
の
家
」
と
「
花
道
」
の
挿
絵
と
装
幀
に
関
す
る
書
簡
十
通
（
石

井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
８
通
、
嶋
中
雄
作
宛
上
司
小
剣
書
簡
１
通
、
上
司
小

剣
宛
三
井
玉
輝
書
簡
１
通
）
を
紹
介
し
な
が
ら
、
石
井
鶴
三
と
上
司
小
剣
が
ど

の
よ
う
に
し
て
小
説
家
と
挿
絵
画
家
の
関
係
を
築
い
て
い
っ
た
の
か
を
見
て

い
き
た
い
。

　
　
　

二
、「
森
の
家
」
の
挿
絵
に
つ
い
て

　

石
井
鶴
三
は
、
上
司
小
剣
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
、「
挿
画
の
思
い
出（
１
）」（「

日
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本
文
学
の
歴
史　

月
報
⑫
」
昭
和
43
年
４
月
、
角
川
書
店
）
の
中
で
、
次
の
よ

う
に
回
想
し
て
い
る
。

　

新
聞
連
載
の
小
説
に
毎
日
挿
画
を
描
い
た
の
は
、
上
司
小
剣
氏
の
は
じ

め
て
の
新
聞
小
説
（
２
）『

花
道
』
と
い
う
の
が
時
事
新
報
に
出
た
時
で
あ
っ
た
。

大
正
九
年
だ
っ
た
と
思
う
。
こ
れ
よ
り
さ
き
「
婦
人
公
論
」
に
上
司
氏
の

『
森
の
中
の
家（
３
）』

と
い
う
小
説
が
載
っ
た
時
、
主
筆
の
嶋
中
雄
作
氏
の
な

か
だ
ち
で
挿
画
を
か
い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
の
縁
で
上
司
氏
に
知
ら

れ
愛
さ
れ
て
、
氏
の
小
説
に
挿
画
を
た
の
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
上
司

氏
は
は
じ
め
挿
画
と
い
う
も
の
に
あ
ま
り
関
心
を
も
っ
て
い
ら
れ
な
か

っ
た
の
が
、
私
の
挿
画
を
見
て
、
連
載
小
説
に
挿
画
の
占
め
る
位
置
の
重

要
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う
。

　

上
司
小
剣
は
、「
婦
人
公
論
」
に
連
載
し
た
「
森
の
家
」
と
い
う
小
説
に
挿

絵
を
入
れ
る
た
め
、
当
時
「
婦
人
公
論
」
の
主
筆
で
あ
っ
た
嶋
中
雄
作
に
、
石

井
鶴
三
を
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
「
森
の
家
」
の
挿
絵
の
仕
事
を
通
し
て
、
上
司

小
剣
は
石
井
鶴
三
を
知
り
、「
連
載
小
説
に
挿
画
の
占
め
る
位
置
の
重
要
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
」
と
い
う
。

　
「
森
の
家
」
は
、「
婦
人
公
論
」
に
大
正
八
年
六
月
一
日
（
第
４
巻
６
号
）
か

ら
翌
九
年
三
月
一
日
（
第
５
巻
３
号
）
ま
で
、
計
十
五
回
連
載
さ
れ
た
。
石
井

鶴
三
の
挿
絵
は
、
大
正
八
年
六
月
一
日
（
第
４
巻
６
号
）
か
ら
同
年
十
一
月
一

日
発
行
（
第
４
巻
11
号
）
ま
で
毎
回
一
枚
ず
つ
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
計
六
点
で

あ
る
。

　

こ
の
時
の
石
井
鶴
三
の
仕
事
の
様
子
を
、
上
司
小
剣
は
「
挿
絵
画
家
は
作
家

の
女
房
」（「
読
売
新
聞
」
大
正
10
年
３
月
13
日
発
行
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　

私
が
絵
入
の
小
説
を
書
き
始
め
た
の
は
極
く
近
頃
の
こ
と
で
、
初
め
は

絵
な
ど
は
ど
う
で
も
い
ゝ
と
思
つ
て
ゐ
た
の
が
、
一
番
初
め
に
「
婦
人
公

論
」
に
絵
入
の
続
き
物
を
書
い
た
時
、
同
社
か
ら
石
井
鶴
三
氏
に
挿
画
を

頼
ん
で
く
れ
て
、
唯
原
稿
を
見
て
絵
を
描
く
の
だ
と
ば
か
り
思
つ
て
ゐ
た

ら
、
石
井
氏
か
ら
会
見
を
望
ま
れ
て
、
作
中
に
出
る
人
物
の
性
格
だ
と
か
、

作
の
奥
に
あ
る
思
想
、
そ
れ
か
ら
背
景
に
用
ひ
ら
れ
る
土
地
と
い
ふ
や
う

な
こ
と
を
詳
し
く
聞
か
れ
、
そ
の
上
石
井
氏
は
背
景
の
場
所
を
実
地
に
見

に
行
つ
た
上
、
絵
を
描
か
れ
た
の
で
作
者
に
と
つ
て
は
非
常
に
満
足
な
絵

が
出
来
た
。〈
中
略
〉
そ
れ
以
来
私
は
小
説
の
挿
絵
と
い
ふ
こ
と
に
対
す

る
考
へ
方
が
大
変
に
重
く
な
つ
て
、
少
し
力
を
入
れ
た
絵
入
小
説
を
書
く

時
は
必
ず
石
井
氏
に
挿
絵
を
お
頼
み
し
て
ゐ
る
が
、
同
氏
も
常
に
快
く
引

き
受
け
て
気
持
の
い
ゝ
絵
を
描
い
て
く
れ
る
。

　

上
司
小
剣
が
「
小
説
の
挿
絵
と
い
ふ
こ
と
に
対
す
る
考
へ
方
が
大
変
に
重

く
」
な
っ
た
の
に
は
、
挿
絵
の
出
来
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
石
井
鶴
三
の
仕
事
に

対
す
る
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
石
井

鶴
三
は
挿
絵
を
描
く
た
め
に
、
登
場
人
物
の
性
格
や
小
説
の
主
題
を
知
ろ
う
と

し
、作
品
の
舞
台
を
実
際
に
訪
ね
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、上
司

小
剣
に
会
見
を
求
め
た
と
い
う
。
信
州
大
学
蔵
石
井
鶴
三
関
連
資
料
に
は
、
嶋

中
雄
作
を
仲
立
ち
と
し
て
、
上
司
小
剣
が
石
井
鶴
三
と
の
会
見
の
日
の
変
更
を

知
ら
せ
た
と
思
わ
れ
る
、
①
嶋
中
雄
作
宛
上
司
小
剣
書
簡
が
あ
る
。

①
嶋
中
雄
作
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
［
書
６
─
４
４
］）

  

同
じ
葉
書
を
速
達
で
お
宅
の
方
へ
も
出
し
ま
し
た
。
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取
急
ぎ
申
上
げ
ま
す
。
二
十
六
日
に
御
社
へ

参
上
、
石
井
氏
に
お
目
に
か
ゝ
り
挿
絵
の
打

ち
合
は
せ
致
す
べ
き
申
上
げ
て
お
き
ま
し
た

が
急
に
都
合
起
り
二
十
七
日
午
後
一
時

前
後
参
上
の
事
に
御
変
更
を
願
ひ

た
い
と
存
じ
ま
す
。
少
し
お
く
れ
ま
し
た
が

右
よ
ろ
し
く
石
井
氏
へ
お
伝
言
お
詫
下
さ

い
ま
せ
ん
で
せ
う
か
。
二
十
七
日
に
は
必
ず
参
上
致
し
ま
す
。

　

速
達
郵
便
と
し
て
出
さ
れ
た
、
こ
の
葉
書
の
宛
先
は
、「
本
郷
区
西
片
町
十
番

地　

中
央
公
論
社
／
嶋
中
雄
作
様
」、
消
印
の
日
付
は
大
正
八
年
五
月
二
十
五

日
、
午
後
九
時
か
ら
十
時
、
地
名
は
判
読
で
き
な
い
。
差
出
人
は
、「
東
京
、
下

目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」
で
あ
る
。
葉
書
の
表
に
は
、
上
司
小
剣
に
よ
っ
て

「
五
月
二
十
五
日
夕
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
葉
書
は
、一
般
的
な
通
信
局
発
行
印

刷
局
発
行
の
「
郵
便
は
が
き
」
を
使
用
し
て
い
る
。

　

①
の
書
簡
を
見
る
限
り
、
上
司
小
剣
と
石
井
鶴
三
の
会
見
は
、
大
正
八
年
五

月
二
十
七
日
に
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。「
森
の
家
」
の
第
一
回
は
、
大
正

八
年
六
月
一
日
発
行
の
「
婦
人
公
論
」
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
第
四
巻
六
号
の

「
婦
人
公
論
」
が
奥
付
の
発
行
年
月
日
通
り
発
売
さ
れ
た
か
は
定
か
で
は
な
い

が
、
印
刷
や
製
本
の
時
間
も
考
え
る
と
、
や
は
り
石
井
鶴
三
は
ご
く
短
時
間
で

挿
絵
を
描
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

上
司
小
剣
は
「
森
の
家
」
を
連
載
と
並
行
し
な
が
ら
執
筆
し
て
い
た
よ
う
で
、

そ
の
後
は
、
連
載
一
回
分
の
原
稿
が
出
来
上
が
る
と
、
石
井
鶴
三
に
書
簡
で
作

品
の
内
容
を
知
ら
せ
、
画
ぐ
み
を
指
示
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
②
石
井
鶴
三

宛
上
司
小
剣
書
簡
は
、大
正
八
年
八
月
一
日
発
行
の
「
婦
人
公
論
」（
第
４
巻
８

号
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
森
の
家
」
の
第
三
回
の
挿
絵
に
つ
い
て
の
連
絡
で
あ
る
。

②
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
［
高
１
─
２
８
］）

　

先
日
は
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。

　

画
ぐ
み
、
左
に
申
し
上
げ
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
ひ
申
し
上
げ
ま
す
。

九
月
九
日
。［（
夜
）　

左
傍
挿
入
］
郊
外
の
村
社
の
祭
礼
。
お
神

楽
殿
を
利
用
し
て
、
村
芝
居
あ
り
。
舞
台

も
花
道
も
不
完
全
。
旅
役
者
の
一
座
で

化
物
の
や
う
な
、
十
六
夜
清
心
を
演
ず
。

十
六
夜
と
清
心
と
の
行
き
逢
つ
た
と
こ

ろ
を
お
か
き
下
さ
る
と
結
構
で
す
。

神
社
の
模
様
は
必
要
が
あ
り
ま
す
ま
い
が

念
の
為
め
に
申
上
げ
て
お
き
ま
す
。

藁
ぶ
き
の
社
殿　
　
　
　
　

お
神
楽
殿
（
コ
レ
ハ
枝
屋
根
）

　
　
　
　
　
　
　
［
図
］

　
　
　
　

コ
ノ
辺
村
人
の
群
集
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
司
小
剣

　

石
井
様

　

封
筒
の
宛
先
は
、「
府
下
、田
端
二
八
二
／
石
井
鶴
三
様
」、消
印
の
日
付
は
大

正
八
年
六
月
二
十
九
日
、
午
前
九
時
か
ら
十
時
、
地
名
は
判
読
で
き
な
い
。
封

筒
裏
の
差
出
人
は
、「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」
で
あ
る
。
封
筒
裏
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に
は
上
司
小
剣
に
よ
っ
て
「
六
月
二
十
八
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
便
箋
は
一

枚
で
、「
十
ノ
廿
松
屋
製
」
の
二
〇
×
二
〇
字
の
原
稿
用
紙
を
使
用
し
て
い
る
。

②
の
書
簡
で
、
上
司
小
剣
は
、
情
景
の
説
明
と
と
も
に
、
芝
居
の
場
面
を
具
体

的
に
指
定
し
、
ま
た
神
社
の
図
ま
で
付
し
て
い
る
。

　

③
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
は
、
大
正
八
年
十
月
一
日
発
行
の
「
婦
人
公

論
」（
第
４
巻
10
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
森
の
家
」
の
第
五
回
の
挿
絵
に
つ
い
て

の
指
示
で
あ
る
。

③
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
［
高
１
─
２
７
］）

毎
号
画
が
ま
こ
と
に
結
構
で
感
謝
し
て
居
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

石
井
様　
　
　
　
　
　

上
司

　
　
　
　
『
森
の
家
』
十
月
号
分
画
ぐ
み

　
　
　
　
　
　
　
　

よ
ろ
し
く
願
ひ
上
げ
ま
す
。

［
こ
こ
ま
で
欄
外
］

屍
の
検
死
の
と
こ
ろ
で
す
が
、
嘸
お
書
き
に

く
い
こ
と
ゝ
察
し
ま
す
。

競
馬
場
の
傍
ら
の
窪
地
に
、
雑
草
が
生
え

て
、
欅
の
林
に
取
り
か
こ
ま
れ
た
と
こ
ろ
、
馬

を
葬
つ
た
塚
（
木
標
の
四
角
な
の
を
立
つ
）
の

前
に
荒
菰
を
掩
ふ
た
二
十
歳
ぐ
ら
ゐ
の

若
い
女
の
死
骸
を
、
警
部
と
［
村　

左
傍
挿
入
］
役
場
員
と

肥
え
た
医
師
、（
年
頃
五
十
余
、
背
広
に
黒
の

山
高
を
被
り
、
折
り
鞄
を
持
つ
、
顔
円
く
、

無
髯
）
と
が
検
死
し
て
ゐ
ま
す
。
菰
を
剥

ぎ
、
帯
を
解
き
、
着
物
を
脱
が
せ
、
襦
袢
を

脱
が
せ
、
腰
巻
ま
で
取
つ
て
、
真
の
裸
体
に

す
る
と
こ
ろ
を
［
文
章
に　

左
傍
挿
入
］
描
く
の
で
す
が
、
画
の
方
で

は
風
俗
壊
乱
に
な
り
ま
す
か
ら
、
ほ
ど
よ
く

願
ひ
ま
す
。
時
候
は
晩
秋
、
欅
の
葉
は

枯
れ
、
地
に
は
落
葉
が
あ
り
ま
す
。

［
こ
こ
か
ら
欄
外
］

先
日
は
甲
州
か
ら
の
御
絵
葉
が
き

　
　
　
　
　
　
　
　

有
り
難
う
ご
ざ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し
た
。

　

便
箋
の
み
で
、
封
筒
は
な
い
。
便
箋
は
一
枚
で
、「
十
ノ
廿
松
屋
製
」
の
二
〇

×
二
〇
字
の
原
稿
用
紙
を
使
用
し
て
い
る
。
③
の
書
簡
で
は
、
検
死
の
場
面
に

登
場
す
る
人
物
の
職
種
や
年
格
好
、
検
死
の
手
順
な
ど
を
知
ら
せ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
石
井
鶴
三
の
誠
実
で
丁
寧
な
仕
事
に
応
え
る
よ
う
に
、
上
司

小
剣
も
挿
絵
に
描
い
て
も
ら
い
た
い
場
面
の
様
子
を
か
な
り
詳
し
く
伝
え
て
い

る
。

　

③
の
書
簡
に
は
「
毎
号
画
が
ま
こ
と
に
結
構
で
感
謝
し
て
居
り
ま
す
」
と
あ

る
が
、
上
司
小
剣
が
「
森
の
家
」
の
挿
絵
を
通
し
て
石
井
鶴
三
の
仕
事
ぶ
り
に

ど
れ
ほ
ど
感
心
し
た
か
、
上
司
小
剣
が
「
石
井
鶴
三
さ
ん
を
語
る
」（「
書
窓
」

昭
和
10
年
12
月
18
日
発
行
、
第
２
巻
３
号
）
の
中
で
「
初
め
て
お
目
に
か
か
つ

た
の
は
、
も
う
か
れ
こ
れ
十
五
六
年
も
前
、
私
が
『
婦
人
公
論
』
に
『
森
の
家
』

と
い
ふ
長
編
を
連
載
し
た
と
き
で
あ
る
。
石
井
さ
ん
の
芸
術
的
良
心
と
、
息
づ

ま
る
や
う
な
努
力
と
に
打
た
れ
て
私
の
作
品
ま
で
が
向
上
し
た
や
う
な
気
が
し

た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
感
動
が
窺
え
る
。
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三
、
初
出
「
花
道
」
の
挿
絵
に
つ
い
て

　

次
に
、
石
井
鶴
三
は
、
上
司
小
剣
の
長
篇
小
説
「
花
道
」
の
挿
絵
を
担
当
し

て
い
る
。「
花
道
」
は
、大
正
九
年
四
月
五
日
か
ら
同
年
九
月
十
一
日
ま
で
「
時

事
新
報
」
の
夕
刊
に
、
計
一
六
〇
回
連
載
さ
れ
た
。「
花
道
」
の
前
に
は
、
久
米

正
雄
の
「
不
死
鳥
」（
大
正
８
年
11
月
１
日
～
９
年
４
月
４
日
、計

156
回
）
が
連

載
さ
れ
て
お
り
、
竹
久
夢
二
が
挿
絵
を
担
当
し
て
い
た
。

　

石
井
鶴
三
に
よ
る
「
花
道
」
の
挿
絵
は
、
大
正
九
年
四
月
十
二
日
と
同
年
七

月
十
二
日
と
同
年
七
月
二
十
四
日
以
外
は
毎
日
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
計
一
五
七

点
に
及
ぶ
。
石
井
鶴
三
の
「
上
司
小
剣
―
心
に
残
る
寸
語
雙
語
」（「
朝
日
新
聞
」

昭
和
42
年
12
月
19
日
発
行
）
に
よ
る
と
、
上
司
小
剣
が
「
花
道
」
の
挿
絵
を
描

い
て
も
ら
う
画
家
と
し
て
新
聞
社
に
石
井
鶴
三
を
推
薦
し
た
ら
し
い
。

　

上
司
小
剣
は
、「
花
道
」
の
連
載
が
開
始
さ
れ
た
大
正
九
年
四
月
五
日
、「『
花

道
』
に
就
い
て
」
と
い
う
文
章
を
「
時
事
新
報
」
に
載
せ
て
い
る
。
上
司
小
剣

は
、
そ
の
中
で
「
毎
回
必
ず
蝶
子
が
現
は
れ
て
蝶
子
の
姿
の
な
い
と
こ
ろ
に
は

こ
の
小
説
も
な
い
と
い
ふ
書
き
か
た
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
挿
画
の
方
の
目
先
き

が
変
ら
な
い
で
、
石
井
君
が
お
骨
折
り
だ
と
思
ひ
ま
す
」
と
述
べ
、
小
説
だ
け

で
な
く
石
井
鶴
三
の
挿
絵
に
つ
い
て
も
宣
伝
し
た
。

　

で
は
、
上
司
小
剣
の
「
花
道
」
の
執
筆
と
石
井
鶴
三
の
挿
絵
の
制
作
は
ど
の

よ
う
に
し
て
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

④
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
か
ら
、
そ
の
様
子
が
見
え
て
く
る
。

④
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
［
高
１
─
２
９
］）

　
　
　
　
　

石
井
様　
　
　
　
　
　
　
　

上
司
生

お
手
紙
を
大
阪
で
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。

ど
う
も
お
気
の
毒
に
存
じ
ま
す
。
実
は
七
月

の
雑
誌
の
続
き
も
の
を
ま
だ
一
つ
も
書
い
て
な

い
と
い
ふ
始
末
で
、
と
て
も
書
き
た
め
る
訳
に

は
ま
ゐ
り
ま
せ
ん
が
、
別
紙
六
十
回
ま
で
の
絵
ぐ

み
を
添
へ
て
お
き
ま
し
た
。
こ
れ
で
何
ん
と
か
な
り

ま
せ
ん
で
せ
う
か
。
只
今
時
事
社
の
方
へ
送
り
ま
し

た
五
十
七
回
の
原
稿
と
合
は
せ
て
、四
回
分
［
の　

ミ
セ
ケ
チ
］［
に　

左
傍
挿

入
］［
改
ペ
ー
ジ
］

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
六
月
二
日
の
組
み
込
み
ま
で

あ
る
筈
で
、
六
月
一
日
に
六
十
一
回
の
を
お
書
き
下

さ
れ
ば
い
ゝ
訳
で
す
が
、
御
旅
行
の
余
裕
は
出
来

な
い
で
せ
う
か
。

先
頃
五
十
回
の
原
稿
を
あ
な
た
の
方
か
ら
社

へ
お
送
り
下
す
つ
た
後
社
で
紛
失
し
て
し
ま

つ
て
、
二
度
書
き
、
予
定
の
仕
事
に
大
狂
ひ
を

生
じ
ま
し
た
。

画
は
ま
す
〳
〵
結
構
で
す
。［
不
明
三
字　

ミ
セ
ケ
チ
］
何
卒
よ
ろ

し
く
願
ひ
ま
す
。

　

封
筒
の
宛
先
は
、「
東
京
市
外
。
田
端
二
八
二
。
／
石
井
鶴
三
様
」、
消
印
の

日
付
は
大
正
九
年
五
月
二
十
七
日
、
午
前
十
時
か
ら
十
一
時
、
地
名
は
「
舩
場
」

で
あ
る
。
封
筒
裏
の
差
出
人
は
、「
大
阪
市
東
区
博
労
町
一
丁
目　

大
八
旅
館
／

上
司
小
剣
」
で
あ
る
。
封
筒
裏
に
は
上
司
小
剣
に
よ
っ
て
「
五
月
二
十
七
日
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
便
箋
は
計
二
枚
で
、「
東
京
社
特
製
」
の
「
上
司
用
箋
」
を
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使
用
し
て
い
る
。

　

④
の
書
簡
で
、
上
司
小
剣
は
「
実
は
七
月
の
雑
誌
の
続
き
も
の
を
ま
だ
一
つ

も
書
い
て
な
い
と
い
ふ
始
末
で
、
と
て
も
書
き
た
め
る
訳
に
は
ま
ゐ
り
ま
せ
ん

が
」
と
述
べ
て
い
る
。
④
の
書
簡
を
出
し
た
時
点
で
「
ま
だ
一
つ
も
書
い
て
」

い
な
か
っ
た
と
い
う
「
七
月
の
雑
誌
の
続
き
も
の
」
は
、
雑
誌
「
改
造
」
に
大

正
九
年
七
月
一
日
（
第
２
巻
７
号
）
か
ら
同
年
十
月
一
日
（
第
２
巻
10
号
）
ま

で
連
載
さ
れ
た
「
石
川
五
右
衛
門
」
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

④
の
書
簡
か
ら
、「
花
道
」
は
既
に
完
成
し
た
原
稿
を
新
聞
社
に
渡
し
て
連
載

が
開
始
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、「
森
の
家
」
と
同
様
に
連
載
と
並
行
し
て
執
筆

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、「
森
の
家
」
は
月
刊
の
「
婦
人
公
論
」

に
毎
月
発
表
さ
れ
た
が
、「
花
道
」
は
日
刊
新
聞
に
連
載
さ
れ
、
挿
絵
も
毎
日
掲

載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
ど
う
も
お
気
の
毒
に
存
じ
ま
す
」
と
い
う
の
は
、上
司

小
剣
の
執
筆
が
思
う
よ
う
に
捗
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
書
き
溜
め
た
原
稿
が
な

く
な
っ
て
、
石
井
鶴
三
に
は
短
時
間
で
挿
絵
を
描
い
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

上
司
小
剣
は
苦
肉
の
策
と
し
て
、「
別
紙
六
十
回
ま
で
の
絵
ぐ
み
を
添
へ
て
」、

「
時
事
社
の
方
へ
送
り
ま
し
た
五
十
七
回
の
原
稿
と
合
は
せ
て
、四
回
分
」
を
石

井
鶴
三
に
送
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
現
時
点
の
信
州
大
学
蔵
石
井
鶴
三
関
連

資
料
調
査
で
は
、
第
五
十
八
回
か
ら
第
六
十
回
ま
で
の
画
ぐ
み
を
記
し
た
「
別

紙
」
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
花
道
」
の
第
五
十
七
回
は
大
正
九
年
六
月
一
日
付
、
第
六
十
回
は
六
月
四

日
付
の
「
時
事
新
報
」
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
四
回
分
」
は
「
六
月
二

日
の
組
み
込
み
ま
で
あ
る
筈
」
と
い
う
の
で
、
第
六
十
回
の
挿
絵
は
「
六
月
二

日
」ま
で
に
新
聞
社
に
渡
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。④
の
書
簡
は
五
月
二
十
七

日
に
出
さ
れ
た
も
の
で
、
石
井
鶴
三
は
上
司
小
剣
の
手
紙
を
受
け
取
っ
て
か
ら
、

ま
さ
に
自
転
車
操
業
で
挿
絵
を
制
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
時
、
渡
さ
れ
た
「
四
回
分
」
は
、
第
五
十
七
回
の
原
稿
と
五
十
八
回
か

ら
六
十
回
ま
で
の
画
ぐ
み
で
あ
る
か
ら
、
④
の
書
簡
で
上
司
小
剣
が
「
六
月
一

日
に
六
十
一
回
の
を
お
書
き
下
さ
れ
ば
い
ゝ
」
と
記
し
た
の
は
、
上
司
小
剣
の

書
き
間
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、「
先
頃
五
十
回
の
原
稿
を
あ
な
た
の
方
か
ら
社
へ
お
送
り
下
す
つ
た
後

社
で
紛
失
し
て
し
ま
つ
て
、
二
度
書
き
、
予
定
の
仕
事
に
大
狂
ひ
を
生
じ
ま
し

た
」
と
い
う
。
上
司
小
剣
の
原
稿
は
、
上
司
小
剣
か
ら
ま
ず
新
聞
社
へ
送
ら
れ
、

今
度
は
挿
絵
の
た
め
に
新
聞
社
か
ら
石
井
鶴
三
に
渡
さ
れ
、
挿
絵
が
出
来
る
と

石
井
鶴
三
が
出
来
上
が
っ
た
挿
絵
と
と
も
に
新
聞
社
へ
送
り
返
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
一
つ
の
原
稿
が
往
復
す
る
た
め
、
新
聞
社
で
原
稿
を
紛
失
す
る
と
い

う
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
も
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

四
、
単
行
本
『
花
道
』
の
挿
絵
と
装
幀
に
つ
い
て

　

単
行
本
『
花
道
』
は
、
大
正
十
年
二
月
三マ

十マ

日
に
玄
文
社
よ
り
刊
行
さ
れ

た
。
発
行
日
は
奥
付
の
記
述
に
従
っ
た
が
、
明
ら
か
に
誤
植
と
思
わ
れ
る
。
な

お
、
印
刷
日
は
大
正
十
年
二
月
二
十
日
と
な
っ
て
い
る
。
発
行
所
は
「
東
京
芝

公
園
／
振
替
東
京
一
四
一
七
七
／
玄
文
社
」、発
行
者
は
「
東
京
芝
公
園
九
号
／

三
井
玉
輝
」。
印
刷
所
は
「
英
文
通
信
印
刷
所
」、
製
本
所
は
「
春
日
堂
鈴
木
製

本
所
」。
変
型
Ｂ
６
判
（
縦17.5

×
横10.5cm

）、
紙
装
、
六
二
四
頁
。
定
価

二
円
五
十
銭
。

　

単
行
本
『
花
道
』
の
挿
絵
と
装
幀
も
石
井
鶴
三
が
手
掛
け
た
。
装
幀
の
図
が

四
点
、
挿
絵
が
三
〇
点
あ
る
。
新
聞
連
載
時
の
挿
絵
を
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
も

の
も
あ
る
が
、
単
行
本
用
に
サ
イ
ズ
を
変
え
て
、
新
た
に
描
き
直
し
た
も
の
が

多
い
。

　

⑤
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
か
ら
、
単
行
本
『
花
道
』
の
挿
絵
や
装
幀
は
、
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出
版
社
を
介
し
て
で
は
な
く
、
上
司
小
剣
が
直
接
石
井
鶴
三
に
依
頼
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。

⑤
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
［
書
６
─
４
８
］）

拝
呈
。

先
日
は
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。

『
花
道
』
を
近
く
玄
文
社
か
ら
出

版
い
た
し
ま
す
に
就
い
て
、
釘
装
其

の
他
の
御
依
頼
に
近
日
同
社
員
兄
三

井
玉
輝
氏
が
お
伺
ひ
い
た
す
筈

で
す
か
ら
、
何
分
よ
ろ
し
く
御
依

頼
申
し
上
げ
ま
す
。
い
づ
れ
御
目
に

か
ゝ
り
ま
し
て
。

　
　
　
　

十
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
司
生

　
　
　
　

石
井
様

　

封
筒
の
宛
先
は
、「
府
下
、
田
端
二
八
二
／
石
井
鶴
三
様
」、
消
印
の
日
付
は

大
正
九
年
十
月
二
十
七
日
、
午
後
七
時
か
ら
八
時
、
地
名
は
「
白
金
」
で
あ
る
。

封
筒
裏
の
差
出
人
は
、「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」
で
あ
る
。
封
筒

裏
に
は
上
司
小
剣
に
よ
っ
て
「
十
月
二
十
七
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
便
箋
は

一
枚
で
、「
東
京
文
房
堂
製
」
の
二
〇
×
二
〇
字
の
原
稿
用
紙
を
使
用
し
て
い
る
。

　

玄
文
社
は
、大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
に
「
御
園
白
粉
」
で
知
ら
れ
た
化
粧
品

メ
ー
カ
ー
伊
東
胡
蝶
園
の
二
代
目
社
長
伊
東
栄
が
興
し
た
出
版
社
で
あ
る
。
主

幹
は
結
城
礼
一
郎
で
、
社
員
に
は
岡
村
柿
紅
、
鈴
木
泉
三
郎
、
長
谷
川
巳
之
吉

ら
が
い
た
。
宮
本
百
合
子
の
『
貧
し
き
人
々
の
群
れ
』（
大
正
６
年
５
月
１
日

発
行
）
を
は
じ
め
、
薄
田
泣
菫
の
『
後
の
茶
話
』（
大
正
７
年
４
月
28
日
発
行
）

や
『
新
茶
話
』（
大
正
８
年
６
月
25
日
発
行
）
な
ど
の
単
行
本
の
他
に
、「
新
家

庭
」（
大
正
５
年
３
月
～
同
12
年
９
月
）
や
「
新
演
芸
」（
大
正
５
年
３
月
～
14

年
４
月
）、「
劇
と
評
論
〈
第
一
次
〉」（
大
正
11
年
６
月
～
12
年
９
月
）
な
ど
の

月
刊
誌
を
発
行
し
て
い
た
。
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
の
関
東
大
震
災
か
ら

衰
退
し
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
廃
業
し
た
。

　

石
井
鶴
三
は
、
単
行
本
『
花
道
』
の
装
幀
を
承
諾
し
た
よ
う
で
あ
る
。
⑥
石

井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
は
、
そ
の
礼
状
で
あ
る
。

⑥
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
［
書
６
─
４
３
］）

お
手
紙
有
り
難
く
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
時
事
新

報
に
あ
な
た
の
原
画
が
五
十
枚
ば
か
り
残
つ
て
居
り

ま
し
た
の
［
を　

左
傍
挿
入
］
貰
つ
て
来
て
玄
文
社
へ
渡
し
ま
し
た
。
其
の
中

か
ら
、あ
な
た
の
［
特
に　

左
傍
挿
入
］
お
気
に
入
つ
た
の
を
抜
い
て
い
た
ゞ
き
、

新
た
に
三
四
枚
お
か
き
を
願
つ
て
、
挿
画
に
し
た
い
か
ら

其
の
お
願
ひ
に
あ
が
り
、
釘
装
の
事
も
お
願
ひ
す
る
と
申

し
て
居
り
ま
し
た
が
、
何
分
ま
だ
私
の
方
の
原
稿
の
校
訂
が

出
来
な
い
の
で
、
先
月
中
に
渡
す
と
言
つ
た
原
稿
が
今
月
十
日

後
で
な
け
れ
ば
渡
せ
な
い
の
で
す
。
原
稿
を
受
け
取
つ
て
か
ら
計
算
を

立
て
釘
装
の
方
の
予
算
も
拵
へ
る
の
で
せ
う
か
ら
、
お
願
ひ
に
出
る
の
は
御
旅

行
か
ら
お
帰
り
に
な
つ
て
後
と
存
じ
ま
す
が

［
葉
書
の
右
上
か
ら
下
端
に
か
け
て
］

何
分
よ
ろ
し
く
お
願
ひ
い
た
し
ま
す
。
今
か
ら
か
ゝ
つ
て
も
年
内
の
間
に
合
は
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ん
か
ら
新
春
の
売
り
物
に
す
る
と
申
し
て
居
り
ま
し
た

　

葉
書
の
宛
先
は
、「
府
下
。
田
端
二
八
二
／
石
井
鶴
三
様
」、消
印
の
日
付
は
大

正
九
年
十
一
月
七
日
、
午
後
一
時
か
ら
二
時
、
地
名
は
「
白
金
」
で
あ
る
。
差

出
人
は
、「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」
で
あ
る
。
葉
書
の
表
に
は
、

上
司
小
剣
に
よ
っ
て
「
十
一
月
七
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
葉
書
に
は
、
一
般

的
な
通
信
局
発
行
印
刷
局
発
行
の
「
郵
便
は
が
き
」
を
使
用
し
て
い
る
。

　

⑥
の
書
簡
に
よ
る
と
、
上
司
小
剣
は
「
時
事
新
報
に
あ
な
た
の
原
画
が
五
十

枚
ば
か
り
残
つ
て
居
り
ま
し
た
の
を
貰
つ
て
来
て
玄
文
社
へ
渡
し
ま
し
た
」
と

い
う
。
玄
文
社
と
し
て
は
、
新
聞
連
載
時
の
挿
絵
を
単
行
本
に
も
用
い
た
い
と

考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
単
行
本
の
挿
絵
を
め
ぐ
っ
て
、
上
司
小
剣
と
石
井
鶴
三
の
間
で
、
と
い

う
よ
り
も
石
井
鶴
三
と
玄
文
社
の
間
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
石
井
鶴
三
は
上
司
小
剣
に
抗
議
の

手
紙
を
出
し
た
よ
う
で
、
⑦
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
は
、
そ
れ
に
対
す
る

上
司
小
剣
の
詫
状
で
あ
る
。

⑦
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
［
書
６
─
４
６
］）

　

お
手
紙
拝
見
、
御
立
腹
の
だ
ん
、
ま
こ
と
に
恐
れ
入

り
ま
し
た
。
三
井
氏
［
は　

左
傍
挿
入
］
あ
ん
な
風
な
、
ど
つ
ち
か
と
言

へ
ば
実
業
家
肌
の
人
で
、
よ
く
戯
じ
や
う

談だ
ん

を
言
ふ
人
で

す
か
ら
、『
取
り
上
げ
き
り
で
…
…
…
』
も
半な
か

ば
以
上
戯

じ
や
う

談だ
ん

の
つ
も
り
で
あ
ら
う
と
、私
は
［
不
明
二
字　

ミ
セ
ケ
チ
］［
あ
な
た
に　

左

傍
挿
入
］
笑
つ
て
い
た

ゞ
く
つ
も
り
で
あ
の
葉
が
き
を
封
入
し
た
の
で
し
た
。
し

か
し
よ
く
考
へ
て
み
ま
す
と
、
ま
こ
と
に
お
心
持
ち
を

わ
る
く
さ
せ
る
葉
が
き
で
し
た
か
ら
、
あ
ん
な
も
の
を

お
目
に
か
け
た
こ
と
を
後
悔
し
て
居
り
ま
す
。
し
か
し

私
は
あ
な
た
の
お
力
に
よ
つ
て
あ
の
本
を
世
に
出

す
こ
と
を
楽
み
、
喜
ん
で
居
り
ま
す
の
で
、
あ
な
た
が

お
心
持
ち
を
わ
る
く
し
て
下
さ
る
と
、
私
も
あ
の
本

を
出
す
こ
と
を
一
切
止
め
よ
う
と
思
ひ
ま
す
。
三
井

氏
の
態
度
や
言
葉
は
［
不
明
三
字　

ミ
セ
ケ
チ
］
私
か
ら
お
詫
び
い
た
し

ま
す
か
ら
、
装
幀
其
の
他
も
前
か
ら
の
計
画
通
り
［
不
明
一
字　

ミ
セ
ケ
チ
］

お
願
ひ
が
出
来
ま
せ
ん
で
せ
う
か
、
あ
な
た
に
総
べ
て

を
お
心
持
ち
よ
く
や
つ
て
頂
い
て
こ
そ
、
あ
の
本
を

出
す
意
義
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
な
た
を
失
ふ
と
、

出
し
て
も
詰
ま
ら
な
い
や
う
な
気
が
し
ま
す
。
ど
う

し
て
も
こ
の
ま
ゝ
で
は
お
願
ひ
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
ら
、［
改
ペ
ー
ジ
］

い
づ
れ
ま
た
他
の
本
屋
か
ら
出
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
、

一
時
あ
れ
を
取
り
戻
し
た
上
、
改
め
て
お
願
ひ
し
た

い
と
も
思
ひ
ま
す
が
（
本
屋
を
か
へ
て
）、
あ
す
こ
か
ら

あ
な
た
の
お
骨
折
り
で
出
る
こ
と
に
世
間
へ
も
発

表
し
、
時
事
の
方
で
も
喜
ん
で
ゐ
て
く
れ
ま
す
か
ら
、

成
る
べ
く
は
、
あ
の
ま
ゝ
あ
の
本
屋
に
前
々
通
り
や

ら
せ
た
い
と
も
考
へ
ま
す
。
お
手
数
恐
れ
入
り
ま
す
が
、

今
一
度
御
返
事
下
さ
ら
ば
其
の
上
で
本
の
寸
法
を
早

く
き
め
る
や
う
に
言
ふ
な
り
、
又
は
［
出
版
を　

ミ
セ
ケ
チ
］
断
る
な
り
、
い
づ

れ
と
も
き
め
ま
す
。
三
井
氏
は
た
ゞ
あ
の
本
屋
の
事

務
員
で
、
本
屋
を
代
表
し
て
あ
ん
な
失
礼
な
こ
と
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を
申
し
上
げ
た
の
で
［
不
明
一
字　

ミ
セ
ケ
チ
］
は
な
い
の
で
す
か
ら
、
お
心

持
ち
を
直
し
て
下
さ
ら
ば
、
私
は
何
よ
り
も
嬉
し

い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
に
も
参
上
お
願
ひ
す
る

筈
で
す
が
、
新
年
の
仕
事
が
忙
し
い
の
と
、
先
日
来

田
山
徳
田
両
氏
五
十
年
祝
賀
会
の
委
員
で
働
き
、

疲
れ
切
つ
て
ゐ
ま
す
の
で
、
手
紙
で
失
礼
い
た
し
ま

し
た
。

　
　
　

十
一
月
二
十
四
日　
　
　
　
　

上
司
生

　
　

 

石
井
様

　

封
筒
の
宛
先
は
、「
府
下
。
田
端
二
八
二
。
／
石
井
鶴
三
様
」、消
印
の
日
付
は

大
正
九
年
十
一
月
二
十
四
日
、
午
後
四
時
か
ら
五
時
、
地
名
は
判
読
で
き
な
い
。

封
筒
裏
の
差
出
人
は
、「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」
で
あ
る
。
封
筒

裏
に
は
上
司
小
剣
に
よ
っ
て
「
十
一
月
二
十
四
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
便
箋

は
計
二
枚
で
、「
東
京
文
房
堂
製
」
の
二
〇
×
二
〇
字
の
原
稿
用
紙
を
使
用
し
て

い
る
。

　

⑦
の
書
簡
の
末
尾
に
、「
今
日
に
も
参
上
お
願
ひ
す
る
筈
で
す
が
、
新
年
の

仕
事
が
忙
し
い
の
と
、
先
日
来
田
山
徳
田
両
氏
五
十
年
祝
賀
会
の
委
員
で
働

き
、
疲
れ
切
つ
て
ゐ
ま
す
の
で
、
手
紙
で
失
礼
い
た
し
ま
し
た
」
と
あ
る
。
こ

こ
に
出
て
く
る
田
山
花
袋
徳
田
秋
声
誕
生
五
十
年
祝
賀
会
は
大
正
九
年
十
一
月

二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
午
後
零
時
半
か
ら
有
楽
座
で
記
念
講
演
や

音
楽
演
奏
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
夕
方
か
ら
築
地
「
精
養
軒
」
で
晩
餐
会
が
催
さ

れ
た
。
上
司
小
剣
は
こ
の
祝
賀
会
の
委
員
を
務
め
て
い
た
。
な
お
、
田
山
花
袋

徳
田
秋
声
誕
生
五
十
年
を
記
念
し
て
『
現
代
小
説
選
集
』（
大
正
９
年
11
月
23
日

発
行
、
新
潮
社
）
が
出
版
さ
れ
た
。
上
司
小
剣
は
同
書
に
「
紫
の
血
」
と
い
う

作
品
を
寄
稿
し
て
い
る
。

　

⑦
の
書
簡
は
「
お
手
紙
拝
見
、
御
立
腹
の
だ
ん
、
ま
こ
と
に
恐
れ
入
り
ま
し

た
」
と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
る
。
石
井
鶴
三
の
「
お
手
紙
」
が
い
つ
届
い
た

の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
上
司
小
剣
は
十
一
月
二
十
三
日
に
「
田
山
徳

田
両
氏
五
十
年
祝
賀
会
の
委
員
で
働
き
、
疲
れ
切
つ
て
」
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
翌
二
十
四
日
に
は
石
井
鶴
三
へ
の
返
事
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
⑦
の
書
簡

か
ら
は
、
石
井
鶴
三
の
抗
議
に
対
し
、
上
司
小
剣
が
慌
て
て
手
紙
を
し
た
た
め

た
様
子
が
窺
え
る
。

　

石
井
鶴
三
の
立
腹
の
原
因
は
「
三
井
氏
」
の
発
言
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。「
三

井
氏
」
と
い
う
の
は
、
⑤
の
書
簡
に
も
出
て
き
た
玄
文
社
の
三
井
玉
輝
で
あ
る
。

上
司
小
剣
は
「
三
井
氏
は
あ
ん
な
風
な
、
ど
つ
ち
か
と
言
へ
ば
実
業
家
肌
の
人

で
、
よ
く
戯
じ
や
う

談だ
ん

を
言
ふ
人
で
す
か
ら
、『
取
り
上
げ
き
り
で
…
…
…
』
も
半な

か

ば

以
上
戯
じ
や
う

談だ
ん

の
つ
も
り
で
あ
ら
う
と
、私
は
あ
な
た
に
笑
つ
て
い
た
ゞ
く
つ
も
り

で
あ
の
葉
が
き
を
封
入
し
た
の
で
し
た
」
と
弁
解
し
て
い
る
。
石
井
鶴
三
の
気

分
を
害
し
た
「
葉
が
き
」
と
い
う
の
は
、
⑧
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
に
同

封
さ
れ
た
、
⑨
上
司
小
剣
宛
三
井
玉
輝
書
簡
だ
と
思
わ
れ
る
。

⑧
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
［
書
６
─
４
７
Ａ
］）

　

拝
呈
。
も
は
や
御
旅
行
か
ら
お
帰
り
に

な
り
ま
し
た
で
せ
う
か
。

　

玄
文
社
か
ら
か
う
申
し
て
ま
ゐ
り
ま
し

た
。
お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
御
迷
惑
と
は
存

じ
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
、
折
り
入
つ
て

御
願
ひ
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

十
一
月
二
十
一
日　
　
　

上
司
生
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石
井
様

　

封
筒
の
宛
先
は
、「
府
下
。
田
端
二
八
二
。
／
石
井
鶴
三
様
」、
消
印
の
日
付

は
大
正
九
年
十
一
月
二
十
一
日
、
午
後
三
時
か
ら
四
時
、
地
名
は
「
白
金
」
で

あ
る
。
封
筒
裏
の
差
出
人
は
、「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」
で
あ

る
。
封
筒
裏
に
は
上
司
小
剣
に
よ
っ
て
「
十
一
月
二
十
一
日
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
便
箋
は
一
枚
で
、「
東
京
文
房
堂
製
」
の
二
〇
×
二
〇
字
の
原
稿
用
紙
を
使

用
し
て
い
る
。

　

上
司
小
剣
が
「
玄
文
社
か
ら
か
う
申
し
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
」
と
い
う
の
は
、次

の
⑨
上
司
小
剣
宛
三
井
玉
輝
書
簡
の
内
容
を
指
す
。

⑨
上
司
小
剣
宛
三
井
玉
輝
書
簡
（
仮
番
号
［
書
６
─
４
７
Ｂ
］）

拝
復
お
手
紙
並
び
に

御
玉
稿
正
に
落
掌
い
た

し
御
礼
申
上
候
石
井
さ
ん
が

さ
し
ゑ
と
り
上
け
き
り
で
こ
ま

り
を
り
候
至
急
御
尽
力
下
さ
い

ま
す
や
う
に
御
願
申
度
候

　

葉
書
の
宛
先
は
、「
下
目
黒
／
上
司
小
剣
様
」、
消
印
は
判
読
で
き
な
い
。
差

出
人
は
、「
新
家
庭　

新
演
芸　

東
京
芝
公
園　

玄
文
社
／
振
替
口
座
東
京

一
四
一
七
七
番
／
電
話
芝
六
六
九
七·

七
二
七
五
／
三
井
玉
輝
」
で
あ
る
。
葉

書
の
表
に
は
、
三
井
玉
輝
に
よ
っ
て
「
大
正
９
年
11
月
20
日
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
葉
書
に
は
、
一
般
的
な
通
信
局
発
行·

印
刷
局
発
行
の
「
郵
便
は
が
き
」

を
使
用
し
て
い
る
。

　

玄
文
社
社
員
の
三
井
玉
輝
は
、
石
井
鶴
三
の
仕
事
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る

の
で
、
上
司
小
剣
か
ら
石
井
鶴
三
に
何
と
か
催
促
し
て
も
ら
お
う
と
、「
石
井
さ

ん
が
さ
し
ゑ
と
り
上
け
き
り
で
こ
ま
り
を
り
候
」
と
訴
え
た
の
で
あ
る
。
上
司

小
剣
は
、
出
版
を
急
い
で
い
る
玄
文
社
の
意
向
を
石
井
鶴
三
に
伝
え
る
た
め
、

⑨
の
三
井
玉
輝
か
ら
の
葉
書
を
⑧
の
書
簡
に
同
封
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

⑥
の
書
簡
か
ら
、石
井
鶴
三
が
単
行
本
『
花
道
』
の
挿
絵
と
装
幀
の
仕
事
を
承

諾
し
た
の
は
、大
正
九
年
十
一
月
七
日
で
あ
る
。
そ
の
後
、上
司
小
剣
が
玄
文
社

に
送
っ
た
新
聞
連
載
時
の
挿
絵
の
原
画
が
、
玄
文
社
か
ら
石
井
鶴
三
の
も
と
に

渡
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
⑨
の
三
井
玉
輝
の
葉
書
は
、
大
正
九
年
十
一
月
二
十
日

に
出
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
玄
文
社
は
、
石
井
鶴
三
が
挿
絵
の
選
出
や
制
作

を
十
日
ほ
ど
で
終
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
点
の

挿
絵
を
描
く
の
に
も
、
丹
念
に
取
材
し
、
実
地
に
踏
査
し
、
決
し
て
手
を
抜
か

な
い
石
井
鶴
三
で
あ
る
。
単
行
本
の
『
花
道
』
の
挿
絵
は
三
〇
点
あ
る
。
三
〇

点
も
の
挿
絵
の
選
出
や
制
作
を
十
日
ほ
ど
で
仕
上
げ
ろ
と
い
う
の
は
、
出
版
社

側
の
計
画
に
無
理
が
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

⑦
の
書
簡
で
、
上
司
小
剣
は
「
三
井
氏
の
態
度
や
言
葉
は
私
か
ら
お
詫
び
い

た
し
ま
す
か
ら
、
装
幀
其
の
他
も
前
か
ら
の
計
画
通
り
お
願
ひ
が
出
来
ま
せ
ん

で
せ
う
か
」
と
懇
願
し
て
い
る
。
そ
の
上
司
小
剣
の
思
い
が
通
じ
て
か
、
石
井

鶴
三
は
単
行
本
『
花
道
』
の
挿
絵
と
装
幀
の
仕
事
を
放
棄
し
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
も
玄
文
社
と
石
井
鶴
三
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
は
続
い
た
よ
う

で
あ
る
。
⑩
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
も
、
再
び
出
版
社
の
不
手
際
に
つ
い

て
の
詫
状
で
あ
る
。

⑩
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
［
書
６
─
４
５
］）
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校
正
を
お
眼
に
か
け
な
か
つ
た
さ
う
で
、
何
ん
と
も
恐
れ
入

れマ
マ

ま
し
た
。
あ
す
こ
は
さ
う
い
ふ
こ
と
に
堅
い
う
ち
な
ん

で
す
け
れ
ど
、
何
分
に
も
急
い
だ
の
で
、（
新
年
の
売
り
出
し

に
す
る
為
の
）
手
ち
が
ひ
に
な
つ
た
の
で
あ
ら
う
と
存
じ
ま

す
。
重
々
私
か
ら
も
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
し
か
し
、

本
も
画
も
ま
こ
と
に
よ
く
出
来
て
喜
ん
で
居
り
ま
す
。

あ
す
こ
は
製
本
を
特
に
入
念
に
い
た
し
ま
す
の
で
、
余

計
に
手
数
が
か
ゝ
る
の
で
す
。
本
は
二
部
差
し
上
げ
た
と
申

し
て
居
り
ま
し
た
か
ら
、
着
い
た
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
。
お
礼
は
ま
だ

ゝ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
私
の
方
か
ら
催
促
い
た
し
ま
せ
う
か
。（
二
十
日
）

　

葉
書
の
宛
先
は
、「
府
下
。
板
橋
町
字
中
丸
二
八
二
／
石
井
鶴
三
様
」、
消
印

の
年
月
は
判
読
で
き
ず
、
日
は
二
十
日
、
時
間
と
地
名
も
読
み
取
れ
な
い
。
差

出
人
は
、「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」
で
あ
る
。
葉
書
に
は
、
一
般

的
な
通
信
局
発
行
印
刷
局
発
行
の
「
郵
便
は
が
き
」
を
使
用
し
て
い
る
。

　

大
正
十
年
一
月
十
三
日
、
上
司
小
剣
は
石
井
鶴
三
に
宛
て
た
賀
状
（
仮
番
号

［
高
１
─
２
６
］）
で
、「
目
下
『
花
道
』
の
校
正
に
忙
殺
さ
れ
て
居
り
ま
す
。
二

ヶ
所
の
印
刷
屋
で
や
つ
て
早
く
出
さ
う
と
し
て
ゐ
る
の
で
す
か
ら
、
校
正
が
大

変
で
す
。
小
さ
く
か
い
て
い
た
ゞ
い
た
画
の
入
れ
場
所
が
め
ち
や
〳
〵
で
困
つ

て
居
り
ま
す
（
玄
文
社
の
方
で
入
れ
ち
が
へ
た
の
で
す
）」
と
述
べ
て
い
た
。
上

司
小
剣
が
「
小
さ
く
か
い
て
い
た
ゞ
い
た
画
の
入
れ
場
所
が
め
ち
や
〳
〵
で
困

つ
て
居
り
ま
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
単
行
本
『
花
道
』
の
挿
絵
は
、
本
文
の
場

面
と
一
致
し
て
い
な
い
箇
所
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
上
司
小

剣
の
賀
状
に
よ
っ
て
、
石
井
鶴
三
は
自
分
の
と
こ
ろ
に
は
校
正
が
来
な
か
っ
た

こ
と
を
知
り
、
そ
の
旨
を
上
司
小
剣
に
伝
え
た
よ
う
だ
。
そ
れ
で
、
上
司
小
剣

は
⑩
の
書
簡
で
「
重
々
私
か
ら
も
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
」
と
謝
っ
た
の
で
あ

る
。

　

ま
た
、
⑩
の
書
簡
で
上
司
小
剣
は
、「
お
礼
は
ま
だ
ゝ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
私

の
方
か
ら
催
促
い
た
し
ま
せ
う
か
」
と
い
う
提
案
も
し
て
い
る
。
単
行
本
『
花

道
』
の
刊
行
に
際
し
て
は
、
著
者
で
あ
る
上
司
小
剣
が
、
玄
文
社
と
石
井
鶴
三

の
間
に
立
っ
て
、
本
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　

五
、
お
わ
り
に

　

上
司
小
剣
は
、
⑦
の
書
簡
で
「
あ
な
た
に
総
べ
て
を
お
心
持
ち
よ
く
や
つ
て

頂
い
て
こ
そ
、
あ
の
本
（
引
用
者
注
『
花
道
』
を
指
す
）
を
出
す
意
義
が
あ
り

ま
す
が
、
あ
な
た
を
失
ふ
と
、
出
し
て
も
詰
ま
ら
な
い
や
う
な
気
が
し
ま
す
」

と
ま
で
述
べ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
立
腹
し
て
い
る
石
井
鶴
三
を
な
だ
め
る
た
め

の
言
葉
で
あ
ろ
う
が
、
上
司
小
剣
の
本
心
で
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
上
司
小

剣
は
「
森
の
家
」
と
「
花
道
」
の
仕
事
を
通
じ
て
、
石
井
鶴
三
に
対
す
る
信
頼

を
深
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
上
司
小
剣
は
長
篇
小
説
「
東
京
」
の
挿
絵
を
石
井
鶴
三
に
依
頼
す

る
。
そ
の
時
の
こ
と
を
、
石
井
鶴
三
は
「
上
司
小
剣
─
心
に
残
る
寸
語
雙
語（
４
）」

（
前
掲
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

　

そ
の
（
引
用
者
注
・「
花
道
」
を
さ
す
）
次
は
上
司
さ
ん
の
代
表
的
大

作
「
東
京
」
が
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
る
時
、
上
司
さ
ん
か
ら
手
紙
を
も

ら
い
「
こ
れ
は
私
の
生
涯
の
作
品
と
な
る
か
も
知
れ
ぬ
大
事
な
仕
事
だ
か

ら
、
ぜ
ひ
挿
画
を
か
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
っ
た
。
も
ち
論
ひ
き
う
け

て
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
挿
画
に
う
ち
こ
ん
だ
。

　

上
司
小
剣
は
「
東
京
」
を
「
生
涯
の
作
品
と
な
る
か
も
知
れ
ぬ
大
事
な
仕
事
」
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と
考
え
て
い
た
。だ
か
ら
こ
そ
、そ
の
挿
絵
は
石
井
鶴
三
に
描
い
て
も
ら
い
た
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
の
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
、
す
な
わ
ち
「
東

京
」
の
挿
絵
の
依
頼
状
も
、
信
州
大
学
蔵
石
井
鶴
三
関
連
資
料
か
ら
発
見
さ
れ

て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
信
州
大
学
蔵
石
井
鶴
三
関
連
資
料
の
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書

簡
四
十
六
通
の
う
ち
、「
森
の
家
」「
花
道
」
の
挿
絵
と
装
幀
に
関
す
る
八
通
を

紹
介
し
た
が
、
今
回
取
り
上
げ
な
か
っ
た
三
十
八
通
の
中
に
は
、
先
の
挿
絵
の

依
頼
状
を
は
じ
め
、「
東
京
」
四
部
作
に
関
す
る
書
簡
が
多
数
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
書
簡
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
上
司
小
剣
の
「
東
京
」

の
成
立
過
程
が
よ
り
具
体
的
に
見
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
石
井
鶴
三

の
仕
事
の
様
子
や
当
時
の
出
版
事
情
な
ど
を
知
る
新
た
な
材
料
も
提
示
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。
上
司
小
剣
を
中
心
に
、
新
聞
雑
誌
の
担
当
者
や
出
版
関
係
者

の
も
の
な
ど
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
今
後
も
石
井
鶴
三
宛
書
簡
の
整
理
を
続

け
て
い
き
た
い
。

　
　
　
注

⑴　

引
用
は
『
石
井
鶴
三
文
集
Ⅱ
』（
昭
和
53
年
７
月
28
日
発
行
、
形
象
社
）
に
よ
る
。

⑵　

上
司
小
剣
の
最
初
の
新
聞
連
載
小
説
は
、「
読
売
新
聞
」
に
明
治
四
十
三
年
五
月
六
日
か

ら
七
月
二
十
六
日
ま
で
連
載
さ
れ
た
「
木
像
」
で
あ
る
。

⑶　

正
し
く
は
「
森
の
家
」。

⑷　

引
用
は
『
石
井
鶴
三
全
集
２
』（
昭
和
61
年
７
月
18
日
発
行
、
形
象
社
）
に
よ
る
。
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